
平
成
十
七
年
日
本
学
術
会
議
規
則
第
三
号

日
本
学
術
会
議
会
則

日
本
学
術
会
議
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
一
号
）
第
二
十
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
日
本
学
術
会
議
会
則
（
昭
和
二
十
四
年
日
本
学
術
会
議
規
則
第
一
号
）
の
全
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

目
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）
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）

第
四
章
　
会
員
及
び
連
携
会
員
の
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考
等
（
第
七
条―

第
十
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）

第
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章
　
会
議
（
第
十
六
条
）

第
六
章
　
総
会
（
第
十
七
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第
十
九
条
）

第
七
章
　
部
会
（
第
二
十
条―

第
二
十
二
条
）

第
八
章
　
幹
事
会
（
第
二
十
三
条―

第
二
十
六
条
）

第
九
章
　
委
員
会
（
第
二
十
七
条―
第
三
十
二
条
）

第
十
章
　
地
区
会
議
（
第
三
十
三
条
）

第
十
一
章
　
若
手
ア
カ
デ
ミ
ー
（
第
三
十
四
条
）

第
十
二
章
　
栄
誉
会
員
（
第
三
十
五
条
）

第
十
三
章
　
日
本
学
術
会
議
協
力
学
術
研
究
団
体
（
第
三
十
六
条
）

第
十
四
章
　
雑
則
（
第
三
十
七
条―

第
三
十
九
条
）

附
則

第
一
章
　
総
則

（
総
則
）

第
一
条
　
日
本
学
術
会
議
（
以
下
「
学
術
会
議
」
と
い
う
。
）
の
運
営
に
関
す
る
事
項
は
、
こ
の
会
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

第
二
章
　
職
務

（
意
思
の
表
出
）

第
二
条
　
学
術
会
議
は
、
日
本
学
術
会
議
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
四
条
に
定
め
る
諮
問
に
対
す
る
答
申
及
び
法
第
五
条
に
定
め
る
勧
告
の
ほ
か
、
法
第
三
条
第
一
号
の
職
務
と
し
て
、
次
に
掲
げ
る
意
思
の
表
出
を
す
る
こ
と
と

し
、
そ
の
表
出
主
体
及
び
定
義
は
別
表
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
要
望

二
　
声
明

三
　
提
言

四
　
見
解

五
　
報
告

六
　
回
答

（
国
際
活
動
）

第
三
条
　
学
術
会
議
は
、
法
第
六
条
の
二
に
定
め
る
国
際
団
体
へ
の
加
入
の
ほ
か
、
法
第
三
条
第
二
号
の
職
務
と
し
て
、
次
に
掲
げ
る
国
際
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

一
　
学
術
に
関
す
る
国
際
会
議
等
へ
の
代
表
の
派
遣

二
　
学
術
に
関
す
る
国
際
会
議
の
主
催
及
び
後
援

三
　
二
国
間
学
術
交
流

四
　
ア
ジ
ア
学
術
会
議
に
関
す
る
こ
と
。

五
　
そ
の
他
会
長
が
必
要
と
認
め
る
も
の

２
　
国
際
活
動
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
幹
事
会
が
定
め
る
。

第
三
章
　
組
織

（
会
長
の
互
選
等
）

第
四
条
　
法
第
八
条
第
二
項
の
会
長
の
互
選
は
、
他
の
案
件
に
先
立
っ
て
総
会
で
行
う
も
の
と
す
る
。

２
　
前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
会
長
の
互
選
に
関
す
る
事
項
は
、
総
会
が
定
め
る
。

（
副
会
長
の
職
務
）

第
五
条
　
副
会
長
は
、
会
長
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
つ
か
さ
ど
る
。

一
　
学
術
会
議
の
組
織
運
営
及
び
科
学
者
間
の
連
携
に
関
す
る
こ
と
。
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二
　
学
術
会
議
と
政
府
、
社
会
及
び
国
民
等
と
の
関
係
に
関
す
る
こ
と
。

三
　
学
術
会
議
の
国
際
活
動
に
関
す
る
こ
と
。

（
部
へ
の
所
属
）

第
六
条
　
法
第
十
一
条
第
四
項
に
規
定
す
る
会
員
の
部
へ
の
所
属
は
、
会
員
か
ら
の
申
出
に
基
づ
き
総
会
が
定
め
る
。

第
四
章
　
会
員
及
び
連
携
会
員
の
選
考
等

（
連
携
会
員
の
任
期
の
例
外
）

第
七
条
　
日
本
学
術
会
議
法
施
行
令
（
平
成
十
七
年
政
令
第
二
百
九
十
九
号
、
以
下
「
令
」
と
い
う
。
）
第
一
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
基
づ
き
、
国
際
業
務
又
は
委
員
会
の
特
定
の
専
門
的
事
項
の
審
議
に
参
画
す
る
た
め
三
年
以

下
の
必
要
な
期
間
を
定
め
て
日
本
学
術
会
議
連
携
会
員
（
以
下
「
連
携
会
員
」
と
い
う
。
）
を
任
命
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
令
第
一
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
基
づ
き
、
学
術
会
議
の
活
動
に
参
画
さ
せ
る
た
め
、
必
要
な
期
間
を
定
め
て
連
携
会
員
を
任
命
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
会
員
及
び
連
携
会
員
の
選
考
の
手
続
）

第
八
条
　
会
員
及
び
連
携
会
員
（
前
条
第
一
項
に
基
づ
き
任
命
さ
れ
た
連
携
会
員
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
、
次
項
及
び
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
幹
事
会
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
会
員
及
び
連
携
会
員
の
候
補
者
を
、
別
に
総

会
が
定
め
る
委
員
会
に
推
薦
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
の
委
員
会
は
、
前
項
の
推
薦
そ
の
他
の
情
報
に
基
づ
き
、
会
員
及
び
連
携
会
員
の
候
補
者
の
名
簿
を
作
成
し
、
幹
事
会
に
提
出
す
る
。

３
　
幹
事
会
は
、
前
項
の
会
員
の
候
補
者
の
名
簿
に
基
づ
き
、
総
会
の
承
認
を
得
て
、
会
員
の
候
補
者
を
内
閣
総
理
大
臣
に
推
薦
す
る
こ
と
を
会
長
に
求
め
る
も
の
と
す
る
。

４
　
幹
事
会
は
、
第
二
項
の
連
携
会
員
の
候
補
者
の
名
簿
に
基
づ
き
、
連
携
会
員
の
候
補
者
を
決
定
し
、
そ
の
任
命
を
会
長
に
求
め
る
も
の
と
す
る
。

５
　
幹
事
会
は
、
前
条
第
一
項
に
基
づ
き
任
命
さ
れ
る
連
携
会
員
の
候
補
者
を
決
定
し
、
そ
の
任
命
を
会
長
に
求
め
る
も
の
と
す
る
。

６
　
そ
の
他
選
考
の
手
続
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
幹
事
会
が
定
め
る
。

（
会
員
の
辞
職
）

第
九
条
　
幹
事
会
は
、
会
員
か
ら
辞
職
の
申
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
法
第
二
十
五
条
に
定
め
る
同
意
を
得
る
こ
と
に
つ
き
、
総
会
に
議
決
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
会
員
の
辞
職
の
申
出
理
由
が
、
総
会
の
議
決
を

待
つ
こ
と
が
適
当
で
な
い
も
の
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
幹
事
会
の
議
決
を
も
っ
て
同
意
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
た
だ
し
書
の
場
合
、
幹
事
会
は
、
議
決
の
後
に
開
催
さ
れ
る
最
初
の
総
会
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
幹
事
会
は
、
第
一
項
た
だ
し
書
の
同
意
を
得
る
に
当
た
り
、
別
に
総
会
が
定
め
る
委
員
会
の
意
見
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
会
員
の
退
職
）

第
十
条
　
幹
事
会
は
、
会
員
に
会
員
と
し
て
不
適
当
な
行
為
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
法
第
二
十
六
条
に
規
定
す
る
申
出
を
す
る
こ
と
に
つ
き
、
総
会
に
議
決
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
に
お
い
て
、
幹
事
会
は
、
別
に
総
会
が
定
め
る
委
員
会
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
前
項
に
お
い
て
、
前
項
の
委
員
会
は
、
当
該
会
員
に
弁
明
の
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
連
携
会
員
の
補
欠
の
者
の
任
期
）

第
十
一
条
　
連
携
会
員
の
補
欠
の
者
の
任
期
は
、
前
任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
。

（
連
携
会
員
の
再
任
）

第
十
二
条
　
連
携
会
員
の
再
任
の
回
数
は
、
二
回
を
限
度
と
す
る
。
た
だ
し
、
任
命
の
時
点
で
七
十
歳
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
任
期
限
り
と
す
る
。

２
　
前
項
の
再
任
の
回
数
に
は
、
会
員
に
任
命
さ
れ
た
場
合
を
連
携
会
員
と
し
て
任
命
さ
れ
た
も
の
と
み
な
し
て
、
こ
れ
に
含
め
る
。

３
　
第
一
項
の
規
定
は
、
第
七
条
第
一
項
に
基
づ
き
任
命
さ
れ
た
連
携
会
員
に
は
適
用
し
な
い
。

（
連
携
会
員
の
辞
職
）

第
十
三
条
　
令
第
二
条
の
辞
職
の
申
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
会
長
は
、
そ
の
承
認
に
つ
い
て
、
幹
事
会
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
幹
事
会
は
、
前
項
の
同
意
を
す
る
に
当
た
り
、
第
九
条
第
三
項
の
委
員
会
の
意
見
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
連
携
会
員
の
退
職
）

第
十
四
条
　
幹
事
会
は
、
連
携
会
員
に
連
携
会
員
と
し
て
不
適
当
な
行
為
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
令
第
三
条
に
基
づ
き
当
該
連
携
会
員
を
退
職
さ
せ
る
こ
と
を
、
会
長
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
に
お
い
て
、
幹
事
会
は
、
第
十
条
第
二
項
の
委
員
会
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
前
項
に
お
い
て
、
第
十
条
第
二
項
の
委
員
会
は
、
当
該
連
携
会
員
に
弁
明
の
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
連
携
会
員
の
手
当
）

第
十
五
条
　
連
携
会
員
に
は
、
別
に
定
め
る
手
当
を
支
給
す
る
。

第
五
章
　
会
議

（
学
術
会
議
の
会
議
）

第
十
六
条
　
学
術
会
議
の
会
議
は
、
総
会
、
部
会
及
び
連
合
部
会
の
ほ
か
、
幹
事
会
並
び
に
法
第
十
五
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
置
か
れ
る
常
置
の
委
員
会
と
し
て
、
機
能
別
委
員
会
及
び
分
野
別
委
員
会
並
び
に
臨
時
の
委
員
会
と
し
て
、

課
題
別
委
員
会
及
び
そ
の
他
幹
事
会
の
議
決
に
よ
り
置
か
れ
る
委
員
会
と
す
る
。

２
　
常
置
の
委
員
会
は
、
総
会
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
置
く
。

３
　
臨
時
の
委
員
会
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
幹
事
会
が
定
め
る
。
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第
六
章
　
総
会

（
総
会
の
招
集
）

第
十
七
条
　
総
会
は
、
原
則
と
し
て
毎
年
四
月
及
び
十
月
に
会
長
が
招
集
す
る
。

２
　
前
項
の
ほ
か
、
会
長
は
、
幹
事
会
の
議
決
に
基
づ
い
て
、
臨
時
の
総
会
を
招
集
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
三
十
人
以
上
の
会
員
か
ら
招
集
の
目
的
及
び
議
案
を
示
し
て
請
求
が
あ
る
場
合
、
会
長
は
、
総
会
を
招
集
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
総
会
の
議
長
等
）

第
十
八
条
　
会
長
は
、
総
会
の
議
長
と
し
て
議
事
を
整
理
す
る
。

２
　
総
会
に
お
け
る
議
決
の
際
、
可
否
同
数
の
場
合
は
、
会
長
が
こ
れ
を
決
定
す
る
。

３
　
会
長
は
、
必
要
と
認
め
ら
れ
る
者
の
出
席
を
求
め
、
意
見
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
。

４
　
総
会
は
、
こ
れ
を
公
開
す
る
。
た
だ
し
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
、
会
長
は
、
議
決
を
経
て
非
公
開
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

５
　
会
長
は
、
総
会
の
会
議
録
を
作
成
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
閲
覧
の
用
に
供
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
学
術
会
議
の
運
営
上
支
障
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
、
閲
覧
の
用
に
供
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

（
幹
事
会
へ
の
委
任
事
項
）

第
十
九
条
　
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
関
す
る
権
限
を
幹
事
会
に
委
任
す
る
。

一
　
法
第
三
条
第
一
号
に
規
定
す
る
職
務
の
う
ち
、
第
二
条
の
意
思
の
表
出
に
関
す
る
事
項

二
　
法
第
三
条
第
二
号
に
規
定
す
る
職
務
の
う
ち
、
第
三
条
の
国
際
活
動
に
関
す
る
事
項

三
　
法
第
四
条
の
諮
問
に
対
す
る
答
申
に
関
す
る
事
項

四
　
法
第
五
条
の
勧
告
に
関
す
る
事
項

五
　
法
第
六
条
及
び
法
第
六
条
の
二
の
規
定
に
関
す
る
事
項

第
七
章
　
部
会

（
部
会
及
び
連
合
部
会
の
招
集
）

第
二
十
条
　
部
会
は
、
部
長
が
招
集
す
る
。
た
だ
し
、
会
長
（
補
欠
の
者
を
除
く
。
）
の
任
期
に
お
け
る
最
初
の
部
会
は
、
会
長
が
招
集
す
る
。

２
　
部
長
は
、
当
該
部
に
属
す
る
三
分
の
一
以
上
の
会
員
か
ら
招
集
の
目
的
及
び
議
案
を
示
し
て
請
求
が
あ
る
場
合
、
部
会
を
招
集
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
連
合
部
会
は
、
二
以
上
の
部
門
に
関
連
す
る
事
項
を
審
議
し
、
関
係
す
る
部
の
部
長
が
、
共
同
し
て
こ
れ
を
招
集
す
る
。

４
　
二
以
上
の
部
に
お
い
て
、
当
該
部
に
属
す
る
三
分
の
一
以
上
の
会
員
か
ら
招
集
の
目
的
及
び
議
案
を
示
し
て
請
求
が
あ
る
場
合
、
こ
れ
ら
の
部
の
部
長
は
、
共
同
し
て
連
合
部
会
を
招
集
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
部
会
及
び
連
合
部
会
の
議
長
等
）

第
二
十
一
条
　
部
長
は
、
部
会
の
議
長
と
な
り
、
議
事
を
整
理
す
る
。

２
　
連
合
部
会
の
議
長
は
、
開
催
の
都
度
、
連
合
部
会
を
構
成
す
る
部
の
部
長
の
協
議
に
よ
り
定
め
ら
れ
、
連
合
部
会
の
議
事
を
整
理
す
る
。

３
　
部
会
及
び
連
合
部
会
の
会
議
に
つ
い
て
は
、
第
十
八
条
（
第
一
項
及
び
第
五
項
を
除
く
。
）
の
規
定
を
準
用
す
る
。

（
部
会
に
お
け
る
議
決
方
法
の
特
例
）

第
二
十
二
条
　
部
会
及
び
連
合
部
会
に
お
い
て
は
、
法
第
二
十
四
条
第
三
項
が
準
用
す
る
同
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
部
長
が
各
会
員
の
賛
否
を
確
認
し
た
上
で
、
部
会
又
は
連
合
部
会
の
議
決
と
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

第
八
章
　
幹
事
会

（
幹
事
会
の
招
集
）

第
二
十
三
条
　
幹
事
会
は
、
原
則
と
し
て
毎
月
一
回
会
長
が
招
集
す
る
。

２
　
会
長
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
臨
時
に
幹
事
会
を
招
集
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
幹
事
会
の
議
長
等
）

第
二
十
四
条
　
会
長
は
、
幹
事
会
の
議
長
と
な
り
、
議
事
を
整
理
す
る
。

（
幹
事
会
の
附
置
委
員
会
）

第
二
十
五
条
　
幹
事
会
は
、
そ
の
任
務
の
遂
行
上
必
要
な
委
員
会
を
附
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
の
委
員
会
に
は
、
幹
事
会
の
了
承
を
得
て
、
分
科
会
又
は
小
分
科
会
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

（
幹
事
会
の
会
議
）

第
二
十
六
条
　
幹
事
会
の
会
議
に
つ
い
て
は
、
法
第
二
十
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
十
八
条
（
第
一
項
及
び
第
五
項
を
除
く
。
）
及
び
第
二
十
二
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。

第
九
章
　
委
員
会

（
委
員
会
に
置
か
れ
る
分
科
会
、
小
分
科
会
又
は
小
委
員
会
）

第
二
十
七
条
　
第
十
六
条
第
一
項
の
委
員
会
（
以
下
「
委
員
会
」
と
い
う
。
）
に
は
、
幹
事
会
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
分
科
会
、
小
分
科
会
又
は
小
委
員
会
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
委
員
会
は
、
そ
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
分
科
会
の
議
決
を
も
っ
て
委
員
会
の
議
決
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
法
第
四
条
の
諮
問
に
対
す
る
答
申
及
び
法
第
五
条
の
勧
告
並
び
に
第
二
条
に
規
定
す
る
意
思
の
表
出
（
見

解
及
び
報
告
を
除
く
。
）
に
関
し
て
は
こ
の
限
り
で
な
い
。
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（
委
員
会
の
委
員
及
び
役
員
）

第
二
十
八
条
　
委
員
は
、
会
長
が
委
嘱
す
る
。

２
　
委
員
は
、
委
員
会
の
承
認
を
得
て
辞
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
委
員
会
に
は
、
委
員
長
一
名
、
副
委
員
長
一
名
及
び
幹
事
二
名
を
置
く
。

４
　
委
員
長
は
、
委
員
の
互
選
に
よ
り
選
出
す
る
。
た
だ
し
、
機
能
別
委
員
会
の
委
員
長
は
、
総
会
が
定
め
る
。

５
　
副
委
員
長
及
び
幹
事
は
、
委
員
会
の
同
意
を
得
て
、
委
員
長
が
指
名
す
る
。

（
委
員
会
の
招
集
）

第
二
十
九
条
　
委
員
会
は
、
委
員
長
が
招
集
す
る
。
た
だ
し
、
初
回
の
委
員
会
は
会
長
が
招
集
す
る
。

（
委
員
会
の
議
長
等
）

第
三
十
条
　
委
員
長
は
委
員
会
の
議
長
と
な
り
、
議
事
を
整
理
す
る
。

（
委
員
会
の
会
議
）

第
三
十
一
条
　
委
員
会
の
会
議
に
つ
い
て
は
、
法
第
二
十
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
十
八
条
（
第
一
項
及
び
第
五
項
を
除
く
。
）
及
び
第
二
十
二
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。

（
委
員
会
に
関
す
る
事
項
の
幹
事
会
へ
の
委
任
）

第
三
十
二
条
　
前
五
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
委
員
会
に
関
し
必
要
な
事
項
は
幹
事
会
が
定
め
る
。

第
十
章
　
地
区
会
議

（
地
区
会
議
）

第
三
十
三
条
　
学
術
会
議
に
、
地
域
社
会
の
学
術
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
会
員
又
は
連
携
会
員
を
も
っ
て
組
織
す
る
地
区
会
議
を
置
く
。

２
　
地
区
会
議
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
幹
事
会
が
定
め
る
。

第
十
一
章
　
若
手
ア
カ
デ
ミ
ー

（
若
手
ア
カ
デ
ミ
ー
）

第
三
十
四
条
　
学
術
会
議
に
、
若
手
科
学
者
の
連
携
を
図
り
、
そ
の
活
動
を
通
じ
て
学
術
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
会
員
又
は
連
携
会
員
を
も
っ
て
組
織
す
る
若
手
ア
カ
デ
ミ
ー
を
置
く
。

２
　
若
手
ア
カ
デ
ミ
ー
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
幹
事
会
が
定
め
る
。

第
十
二
章
　
栄
誉
会
員

（
栄
誉
会
員
）

第
三
十
五
条
　
学
術
会
議
は
、
国
内
外
に
お
け
る
卓
越
し
た
研
究
又
は
業
績
が
あ
る
科
学
者
そ
の
他
の
学
術
の
発
展
に
著
し
い
貢
献
を
し
た
と
認
め
ら
れ
る
科
学
者
に
対
し
、
日
本
学
術
会
議
栄
誉
会
員
（
以
下
「
栄
誉
会
員
」
と
い
う

。
）
の
称
号
を
授
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
栄
誉
会
員
は
、
学
術
会
議
の
求
め
に
応
じ
、
学
術
会
議
の
活
動
に
協
力
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
前
各
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
栄
誉
会
員
に
関
す
る
事
項
は
、
幹
事
会
が
定
め
る
。

第
十
三
章
　
日
本
学
術
会
議
協
力
学
術
研
究
団
体

（
日
本
学
術
会
議
協
力
学
術
研
究
団
体
）

第
三
十
六
条
　
学
術
研
究
団
体
及
び
学
術
研
究
団
体
の
連
合
体
の
う
ち
、
学
術
会
議
の
活
動
に
協
力
す
る
こ
と
を
申
し
出
、
幹
事
会
で
承
認
さ
れ
た
も
の
に
日
本
学
術
会
議
協
力
学
術
研
究
団
体
（
以
下
「
協
力
学
術
研
究
団
体
」
と
い

う
。
）
の
称
号
を
付
与
す
る
。

２
　
学
術
会
議
は
、
協
力
学
術
研
究
団
体
と
緊
密
な
協
力
関
係
を
持
つ
も
の
と
す
る
。

３
　
協
力
学
術
研
究
団
体
は
、
学
術
会
議
の
求
め
に
応
じ
、
学
術
会
議
の
活
動
に
協
力
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
　
協
力
学
術
研
究
団
体
は
、
学
術
会
議
の
求
め
に
応
じ
、
会
員
又
は
連
携
会
員
の
候
補
者
に
関
す
る
情
報
等
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

５
　
学
術
研
究
団
体
の
連
合
体
た
る
協
力
学
術
研
究
団
体
は
、
学
術
会
議
と
各
学
術
研
究
団
体
と
の
連
絡
調
整
を
行
う
と
と
も
に
、
学
術
会
議
の
各
委
員
会
の
審
議
に
協
力
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

６
　
前
各
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
協
力
学
術
研
究
団
体
に
関
す
る
事
項
は
、
幹
事
会
が
定
め
る
。

第
十
四
章
　
雑
則

（
外
部
評
価
）

第
三
十
七
条
　
学
術
会
議
の
活
動
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
幹
事
会
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
有
識
者
に
よ
る
外
部
評
価
を
定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と
と
す
る
。

（
幹
事
会
へ
の
委
任
）

第
三
十
八
条
　
総
会
に
関
す
る
事
項
及
び
こ
の
会
則
に
お
い
て
総
会
で
定
め
る
と
さ
れ
て
い
る
も
の
の
ほ
か
、
会
則
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
幹
事
会
が
定
め
る
。

（
会
則
の
改
正
）

第
三
十
九
条
　
こ
の
会
則
の
改
正
は
、
総
会
に
お
い
て
出
席
会
員
の
三
分
の
二
以
上
の
賛
成
が
な
け
れ
ば
、
こ
れ
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
。

附
　
則

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
会
則
は
、
公
布
の
日
よ
り
施
行
し
、
平
成
十
七
年
十
月
四
日
か
ら
適
用
す
る
。
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（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
令
第
一
条
の
連
携
会
員
の
う
ち
、
平
成
十
七
年
十
月
四
日
か
ら
平
成
十
八
年
九
月
三
十
日
ま
で
に
任
命
さ
れ
る
者
の
任
期
の
終
期
は
、
平
成
二
十
三
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
間
で
会
長
が
指
定
す
る
。

２
　
前
項
の
連
携
会
員
の
う
ち
、
半
数
の
者
の
任
期
は
、
平
成
二
十
年
九
月
三
十
日
ま
で
と
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

第
三
条
　
会
長
は
、
平
成
十
七
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
委
員
会
又
は
地
区
会
議
の
活
動
の
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
、
第
八
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
十
八
年
六
月
三
十
日
ま
で
の
必
要
な
期
間
を
定
め
、

連
携
会
員
を
任
命
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
に
基
づ
き
任
命
さ
れ
た
連
携
会
員
は
、
第
八
条
第
一
項
の
推
薦
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

３
　
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
は
、
第
一
項
に
基
づ
き
任
命
さ
れ
た
連
携
会
員
に
は
適
用
し
な
い
。

附
　
則
　
（
平
成
一
八
年
二
月
二
八
日
日
本
学
術
会
議
規
則
第
一
号
）

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
八
年
五
月
八
日
日
本
学
術
会
議
規
則
第
二
号
）

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
〇
年
五
月
七
日
日
本
学
術
会
議
規
則
第
一
号
）

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
三
年
七
月
二
八
日
日
本
学
術
会
議
規
則
第
一
号
）

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
五
年
一
〇
月
二
八
日
日
本
学
術
会
議
規
則
第
一
号
）

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
六
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
八
年
五
月
一
八
日
日
本
学
術
会
議
規
則
第
一
号
）

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
三
年
一
二
月
二
八
日
日
本
学
術
会
議
規
則
第
一
号
）

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
五
年
五
月
一
日
日
本
学
術
会
議
規
則
第
一
号
）

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

別
表
（
第
二
条
関
係
）

種
類
表
出
主
体

定
義

要
望
学
術
会
議

法
第
五
条
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
関
し
、
学
術
会
議
が
政
府
及
び
関
係
機
関
等
に
実
現
を
望
む
意
思
表
示
を
す
る
こ
と
。

声
明
学
術
会
議

法
第
五
条
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
関
し
、
学
術
会
議
が
そ
の
目
的
を
遂
行
す
る
た
め
に
特
に
必
要
と
考
え
ら
れ
る
事
項
に
つ
い
て
、
意
見
等
を
発
表
す
る
こ
と
。

提
言
学
術
会
議

法
第
五
条
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
関
し
、
学
術
会
議
が
科
学
的
知
見
に
基
づ
き
総
合
的
・
俯
瞰
的
な
見
地
か
ら
政
府
や
関
係
機
関
、
広
く
社
会
に
向
け
た
提
案
を
発
表
す
る
こ
と
。

見
解
部
、
委
員
会
、
分
科
会
又
は
若

手
ア
カ
デ
ミ
ー

法
第
五
条
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
関
し
、
部
、
委
員
会
、
分
科
会
又
は
若
手
ア
カ
デ
ミ
ー
が
科
学
的
知
見
に
基
づ
き
専
門
的
な
見
地
か
ら
政
府
や
関
係
機
関
、
広
く
社
会
に
向
け
た
提
案
を
発
表
し

、
又
は
、
社
会
的
な
議
論
を
喚
起
す
る
た
め
多
様
な
意
見
を
提
示
す
る
こ
と
。

報
告
部
、
委
員
会
、
分
科
会
又
は
若

手
ア
カ
デ
ミ
ー

法
第
五
条
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
関
し
、
部
、
委
員
会
、
分
科
会
又
は
若
手
ア
カ
デ
ミ
ー
が
審
議
の
結
果
を
発
表
す
る
こ
と
。

回
答
学
術
会
議

関
係
機
関
か
ら
の
審
議
依
頼
（
法
第
四
条
の
諮
問
を
除
く
。
）
事
項
に
対
し
、
学
術
会
議
が
回
答
す
る
こ
と
。
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